
 

２０２２年度 自己点検・評価チェックシート  学部・研究科名：スポーツ科学部 

※学部・研究科ごとに作成してください。                                 

確認事項 1   ３つのポリシー 

（１）３つのポリシーを教授会・運営委員会等で確認した 
☒確認した 2020 年  11 月  会議名：スポ科院教授会 

☐確認していない    年  月  確認予定 

（２）３つのポリシーは学生や社会に公表されている 
☒公表されている ☒要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表されていない 公表予定時期： 

 

確認事項 2   学修成果 

（１）学修成果を設定している 
☒設定している ⇒(2)、(3)を記入 

☐設定していない    年  月  設定予定 

（２）学修成果の内容 

☒各学部・研究科の DP と関連付けて設定している 

☒複数の方法で根拠に基づいて測定することが可能である 

☒知識、スキル、態度・志向性をバランスよく含んでいる 

☒「学生は、～することができる」といった形式にするなどわかりやすい記述となっている 

（３）学修成果を明示している 
☒明示している ☒要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☐明示していない    年  月 明示予定 

◆明示している学修成果（昨年度報告している箇所もご記入ください。ホームページ等のリンクではなく、学修成果をご記入ください。） 

① リテラシー  

・外国語の実践的な総合力としての「言語力」を身につけている。 ・情報を読み解く「データ・リテラシー」を身につけている。  

② 専門性  

・スポーツ科学に関する専門的知識を習得している。 ・スポーツ科学分野における基礎的な原理・原則を理解し、応用することができる。  

③ コミュニケーション力  

・能力や素養を活かすために、他者との相互理解を実現する力を身につけている。 ・一元的な思想や価値観にとらわれないグローバルな視点を持ち、多様な人々と協働し

て地 球社会に貢献できる姿勢を身につけている。  

④ 独創性  



 

・進取の精神をもって伝統の殻を破る新しい概念を構築する力を身につけている。 

 

 

  

確認事項 3   学修成果の測定方法の設定 

（１）アセスメント・ポリシーを設定している 
☐設定している ⇒確認事項(2)、(3)を記入 

☒設定していない    2022 年  11 月  設定予定 

（２）アセスメント・ポリシーの内容 

☐学修成果と測定方法の関連性が明確になっている 

☐学修成果を複数の方法（可能な限り「直接評価」と「間接評価」の組み合わせ）で測定する 

☐測定時期を明確にしている 

☐どの水準をもって達成とするか学部・研究科内で合意している 

（３）アセスメント・ポリシーを明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☐明示していない    年  月 明示予定 

◆明示しているアセスメント・ポリシー （別紙での提出も可） 

 



 

 

＜３つのポリシー・カリキュラム・入試制度の変更＞ 

 ※2021 年 10 月以降に変更を決定した項目があれば記載してください。本チェックシートの別項目で記載している場合は不要です。 

 

項目 変更時期 変更内容 変更理由 

カリキュラム 

 

2023 年 4 月 現行の「スポーツ教養演習Ⅰ」「スポーツ教養演習Ⅱ」に

加え「スポーツ教養演習Ⅲ」（１単位）を必修科目に追加 

2023年度カリキュラム改定の基本コン

セプトである「初学者教育の充実」を達

成するために、リベラルアーツ教育の

充実として「スポーツ教養演習」を現行

の 2コマ構成から 3コマ構成に変更し、

履修者に仲間づくりやスポーツ科学の

基礎を理解させるだけでなく、幅広い

アカデミックスキル（対話、プレゼンテ

ーション、ライティング、ピアレビュ

ー、リーディング、情報交換スキル・リ

ーダーシップ等）を理解・体得させるカ

リキュラムに変更する。 

 

※確認事項 3-1、3-2、3-3、3-4、3-5、3-6、3-7、3-8、3-9、3-10 は該当なし 


